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           国立天文台・天文情報センター・特別客員研究員 中桐正夫 

 
＊ 自動光電子午環の昭和 55 年 5 月の冊子  

アーカイブ新聞第 668 号（2013年 4月 9日）に「山下芳子氏からの資料（野辺山宇宙

電波観測所、光電子午環建設のころ）」という記事を書いた。山下芳子氏から 2013 年 4
月 8 日に届いた封筒の中にあったものの次のリストの、 

1) 国立天文台岡山天体物理観測所パンフレット 2001 年 1 月版：1 冊 
2) 文部省国立天文台岡山天体物理観測所パンフレット 1988 年 10 月版：1 冊 
3) 東京大学東京天文台パンフレット 1983 年版：表紙がエッシェルスペクトル 
4) 建設中の野辺山宇宙電波観測所（45m 電波望遠鏡）写真：年次報告の口絵写真 
5) 東京大学東京天文台木曽観測所パンフレット（1974 年 10 月開所） 
6) 東京天文台 100 年記念郵便切手カバー：2 個 
7) 磯部琇三「光学天文観測における多量情報処理」：科学 Vol.47,No.5、1977．May（別

刷） 
8) 井上 允（名古屋大学理学部）「電波言カタログ（Ⅱ）」：天文月報別刷 p331 
9) 清水実、磯部琇三「世界の望遠鏡技術の現状と展望」天文月報別刷：第 75 巻第 3 号 
10) 東京大学東京天文台「大型宇宙電波望遠鏡観測装置」パンフレット昭和 52 年 6 月版： 

2 冊 
11) 東京大学東京天文台「自動光電子午環パンフレット」：昭和 55 年 5 月版 
12) NITSUKI REPORT「特集：ミリ波への挑戦」（東京大学投稿天文台 大型宇宙電波

望遠鏡観測装置） 
の 11）自動光電子午環冊子（昭和 55 年 5 月版）について貴重な資料なので記事にし

たい。山下女史は事務部の庶務にいた関係で入手したものだが、筆者など一般の職員に

は入手できないものを持たれていた。この冊子は、ゴーチェ子午環の後継機である自動

光電子午環建設の説明資料である。 
子午環は望遠鏡の一種である。この冊子には「子午環とは」というページがあり、次

のように書かれている。 
「子午環は子午線上で天体の位置を測る望遠鏡で、天体の位置と運動をこの正しい基

準で与える望遠鏡は子午環をおいてほかにない」 
子午環はかっては天文学の基幹望遠鏡であった。日本最初の子午環「メルツ・レプソ

ルド子午環（口径 143 ㎜、焦点距離 1490 ㎜）」は 1879 年（明治 12 年）にドイツで製

作され、1880 年（明治 13 年）に海軍観象台に導入された。1888 年東京大学天象台、

海軍観象台、内務省地理局の 3 者が統合され東京大学東京天文台発足に伴い、この子午



環は東京天文台に移管された。しかし、この子午環は 1922 年(大正 12 年)の関東大震災

で転落し大破した。 
東京天文台では、1903 年にフランスで製作されたゴーチェ子午環（口径 200mm、

焦点距離 3100 ㎜）を 1904 年に輸入したが、当時の麻布の東京天文台では敷地が狭く

この子午環は展開できなかった。そこで明るくなった麻布の東京天文台を、空の暗い広

大な敷地を求めて三鷹への移転が終わるまでは梱包状態で、会計検査院から叱責を受け

る事態になったが、そのお陰で関東大震災では被害を受けなかったのである。 
ゴーチェ子午環は東京天文台の三鷹移転後、1926 年(大正 15 年)の万国経度測量に使

われて以来、この自動光電子午環にその役目を譲るまで活躍をした。 

 
       図 1 
 この冊子の構成は、最初に自動光電子午環の必要性を説いた概要（図 1）と、次の章

立てになっている 
１） 子午環とは（図 2） 
２） 東京天文台子午環の役割（図 3） 
３） 自動光電子午環の特徴（図 4） 
４） 子午環とその成果（図 5） 
５） 世界の子午環（図 6） 
６） 建設年次計画と建設費用概算（図 7） 
７） 自動光電子午環構成図：望遠鏡各部（図 8）、付帯設備配置図（図 9） 
８） 望遠鏡制御機構：（Ⅰ）星の観測（図 10）、（Ⅱ）望遠鏡付帯装置（図 11） 
９） 新営関係（図 12） 
１０） 子午環室外観図（図 13） 

ゴーチェ子午環は眼視観測であり、数人の観測者

による個人誤差があり、また老朽化も甚だしかった

ことから、より高精度を求めて自動光電子午環建設

が進められたのである。この冊子はゴーチェ子午環

の後継機である自動光電子午環建設の説明書とし

て製作されたようである。写真 1 が表紙である。 
この冊子には、飛躍的発展を続ける天文学におい

て、その基礎的資料の一つである天体の位置と運動

を正しい基準で与える望遠鏡は、子午環をおいてほ

かにはなく、最近その価値はいよいよ高く認められ

ているとし、東京天文台子午環の世界における指導

的役割を保持発展させるには近代的科学技術を十

分に駆使した最新の自動光電子午環に更新するこ

とが緊急に必要と述べられている。この記事を書い

ている今となっては歴史的な記述ではある。 

 



１１） 子午環室内部図（図 14） 
１２） 子午線標室（百葉箱式）(図 15） 
１３） 観測制御棟配置図（図 16） 
１４） 新子午環配置図（図 17） 
１５） 設置場所（図 18） 
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 この自動光電子午環は、1984 年から定常観測に用いられたが、1989 年に ESA（ヨ

ーロッパ宇宙機関）が打ち上げた天体位置観測衛星ヒッパルコスが、太陽近傍 12 万個

の天体の位置を、地上から観測するこの自動光電子午環の精度を一桁以上、上回る精度

で観測したため、この望遠鏡の天体位置の観測という役目はなくなり、制御用計算機の

寿命と相まって、このプロジェクトを進めた教授の定年退官の 1998 年度で観測は終了

した。 
 しかし、天体の位置観測は天文学の基本的データであり、天体の位置観測は重要であ

り、天体位置観測グループは、宇宙からの天体位置観測衛星のプロジェクトである

「JASMINE」計画を進めている。 
観測を終えたこの自動光電子午環の建物は 2008 年に開設されたアーカイブ室の手に

よって「天文機器資料館」として有効活用され、国立天文台の常時公開の見学に供され

ている。 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


